
早期発見を支える
検査体制

迅
速
な
検
査
が
流
行
を
防
ぐ

　

2
0
0
2
年
11
月
、
中
国
・
広
東

省
で
原
因
不
明
の
呼
吸
器
疾
患
が
報
告

さ
れ
た
。
S
A
R
S
（
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
新

型
肺
炎
は
、
ほ
ど
な
く
し
て
国
を
越
え

感
染
が
拡
大
。
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
猛

威
を
振
る
い
、
約
9
か
月
間
に
わ
た
っ

て
8
0
9
6
人
が
感
染
し
、
7
7
4

人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
04
年

に
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
東
南
ア

ジ
ア
全
域
で
発
生
し
た
。
感
染
例
は
多

く
な
か
っ
た
も
の
の
死
亡
率
が
60
〜
70

パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
強
い
毒
性
を

持
ち
、
世
界
で
最
も
多
く
の
感
染
者
が

出
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
40
人
近
い
人
が
亡

く
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
感
染
症
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
は
、
06
年
か
ら
国
を

挙
げ
て
感
染
症
の
流
行
防
止
体
制
の
構

築
を
始
め
た
。
協
力
を
要
請
さ
れ
た

J
I
C
A
は
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両

面
で
の
支
援
を
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
ハ
ノ
イ
の
国
立
衛
生
疫
学
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｅ
）へ
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ

レ
ベ
ル
３
（
レ
ベ
ル
3
）
検
査
室
の
設

置
お
よ
び
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
パ
ス
ツ
ー

ル
研
究
所
（
Ｐ
Ｉ
Ｈ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
）
へ
の
、

レ
ベ
ル
３
の
モ
バ
イ
ル
検
査
室
（
移
動

式
検
査
車
両
）
の
設
置
、
そ
し
て
病
原

体
の
検
査
能
力
の
向
上
を
図
る
技
術
協

力
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
前

は
国
外
の
高
度
検
査
機
関
に
頼
っ
て
い

た
危
険
度
の
高
い
病
原
体
の
検
査
を
国

医
療
セ
ン
タ
ー
に
必
要
な
機
材
を
支
援

し
て
、
重
要
な
病
原
体
に
つ
い
て
は
き

ち
ん
と
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
、
分
子

生
物
学
的
な
新
し
い
病
原
体
の
検
出
方

法
を
学
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
人
の
面
で

の
協
力
も
進
め
て
い
き
ま
す
」。

病
原
体
を
適
切
に
管
理
す
る

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
っ
と
も
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
が
、
病
原
体
か

ら
自
分
の
身
を
守
る
と
と
も
に
、
病
原

体
を
検
査
室
の
外
に
漏
ら
さ
な
い
た
め

の
「
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
」
と
よ
ば
れ

る
対
策
だ
と
い
う
。
手
袋
や
マ
ス
ク
、

ガ
ウ
ン
の
着
用
や
、
実
験
室
内
で
飲
食

を
行
わ
な
い
こ
と
、
入
退
出
時
の
滅
菌

や
消
毒
な
ど
の
手
順
を
徹
底
す
る
と

い
っ
た
安
全
管
理
を
伝
え
て
い
る
。
年

に
1
度
、
日
本
で
行
っ
て
い
る
研
修
で

も
、
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
つ
い
て
は

重
点
的
に
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
現

在
、
P
I
H
C
M
C
に
は
モ
バ
イ
ル
で
は

な
い
、
N
I
H
E
並
み
の
レ
ベ
ル
3
の
検

査
室
を
新
設
す
る
計
画
が
あ
る
た
め
、

検
査
員
た
ち
に
日
本
で
の
状
況
を
し
っ

か
り
学
ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
検
査
室
に
設
置
す
る
機
材
を

作
っ
て
い
る
会
社
を
視
察
し
て
原
理
を

一
か
ら
学
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
ベ
ト
ナ

ム
で
は
学
べ
な
い
よ
う
な
研
修
を
し
て

い
ま
す
」。
参
加
者
は
、
日
本
の
施
設

で
整
理
整
頓
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と

や
、
日
本
の
検
査
員
た
ち
が
施
設
内
の

ル
ー
ル
を
忠
実
に
守
っ
て
い
る
こ
と
に
、

大
い
に
感
心
し
て
い
た
と
い
う
。

内
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
事
実
14
年

の
は
し
か
の
流
行
時
に
は
、
技
術
力
の

向
上
し
た
検
査
員
の
活
躍
が
、
流
行
の

早
期
終
結
に
寄
与
し
た
と
い
う
。
ま
た

N
I
H
E
と
P
I
H
C
M
C
を
中
心

に
地
方
の
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
病
原
体
の
検
査

に
お
け
る
検
体
の
輸
送
な
ど
が
一
定
の

ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
素
早
く
的
確
な
検
査
対
応
が
可
能

に
な
っ
た
。

　

検
査
室
の
検
査
能
力
の
向
上
が
感
染

症
の
防
止
に
つ
な
が
る
理
由
を
、「
感

染
症
の
予
防
・
対
応
能
力
向
上
の
た
め

の
実
験
室
の
機
能
及
び
連
携
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
務
め
る
甲か

斐い

雅ま
さ

規の
り

さ
ん
は
次
の
よ
う

に
解
説
す
る
。「
多
く
の
感
染
症
で
は
、

感
染
源
に
な
る
患
者
を
早
期
に
そ
し
て

的
確
に
検
知
し
、
本
人
や
、
ま
た
場
合

に
よ
っ
て
は
接
触
者
を
迅
速
に
治
療
す

る
と
い
っ
た
対
応
が
最
も
重
要
で
す
」。

だ
が
ベ
ト
ナ
ム
は
特
に
地
方
部
に
お
い

て
問
題
が
あ
る
と
い
う
。「
N
I
H
E

の
よ
う
な
大
き
い
研
究
所
や
研
修
を
実

施
で
き
た
一
部
の
地
域
で
は
、
06
年
か

ら
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ェ
ー
ズ
1
、

フ
ェ
ー
ズ
2
の
成
果
も
あ
っ
て
素
早
く

診
断
で
き
る
能
力
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
の
地
方
衛
生
研
究
所
に

あ
た
る
、
省
ご
と
の
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー
の
検
査
室
に
は
ま
だ
ま
だ
技
術
が

足
り
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
流
行
予
防

に
重
要
な
水
際
の
検
査
が
素
早
く
行
え

て
い
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
ま
ず
は
予
防

ベトナム政府は感染症の流行防止を重
点課題に掲げており、特に国内におけ
る正確で迅速な検査体制の構築を急務
としている。グローバル化が進展した現
在、ベトナムの感染症対策の強化は、国
際社会全体にも貢献する。

So
ci

ali
st Republic of Viet Nam

国名  ：ベトナム社会主義共和国
首都 ：ハノイ
通貨 ： ドン（VND）
人口 ：9,554万人

（2017年、世銀統計）
公用語 ：ベトナム語

ベトナム

検査能力向上で
感染症の蔓延を阻止！
さまざまな感染症の脅威にさらされてきたベトナム。
日本は、対策の核となる検査室の能力強化とネットワークの構築に
10余年にわたって支援を続けている。

微生物や病原体等を取り扱う施設にはバイオ
セーフティレベルと呼ばれる基準が存在する。1～
4のレベルごとに高性能フィルターやインターロッ
ク式ドアの設置などの要件が設定されており、数
字が大きいほどリスクの高い病原体などを扱うこと
ができる。ベトナムでは日本の協力で導入したレベ
ル3の検査室により、狂犬病や鳥インフルエンザ、
多剤耐性結核菌など、「高危険度病原体」と呼ば
れる病原体を扱うことができようになった。

右 ： アジアで広がりを見せるデング熱の研修が、予防医療センタースタッフ向けにPIHCMCで
行われた（2018年3月）。左 ： バクザン省で行われたデング熱研修時のバイオセーフティ講義
の模様（2018年6月）。

早期発見を支える
検査体制

感染症を防ぐ
公衆衛生

特別授業
感染症対策と国際協力

SCENE 2 企業との連携 SCENE 1 国際共同研究

革新的な技術の開発

MISSION 1 対策チームMISSION2 制度構築MISSION3 研究開発MISSION4 人材育成

備えと危機対応

感染症の発生を察知し、拡大を阻止するために重要なのは、
迅速な検査体制。日本は設備と技術の両面からの支援を行っている。

　

長
期
的
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終

了
後
も
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
自
ら
が
継
続

し
て
感
染
症
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
築
い
て
ゆ
き
た
い
と
甲
斐
さ

ん
は
話
す
。

「
N
I
H
E
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ

の
能
力
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
当

初
よ
り
確
実
に
向
上
し
、
病
原
体
の
検

査
件
数
も
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

日
々
新
し
く
な
っ
て
い
く
病
原
体
検
査

の
手
法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
な
ど
、

研
修
の
内
容
に
も
磨
き
を
か
け
、
検
査

能
力
の
向
上
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
感

染
症
対
策
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」。

病原体を漏らさない検査室

狂犬病検査の研修の様子。

感染症対策
日本の技術が命を守る特集
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